
カンタルスーパー炉 使⽤と補修について20230724

カンタルスーパー炉（6F縦型⾼温炉、1Fインストロン⽤⾼温炉）は、1100℃
〜1650℃の温度域での加熱保持を⽬的とします。

（注） 1Fインストロン⽤⾼温炉は、圧縮試験治具の都合から1300℃を上限とします。

800℃付近でペスト現象が発⽣し、発熱体が破損しますので、
・800℃付近の低温では使わない
・新品は使⽤開始時に1200℃まで昇温し、表⾯のシリカ形成処理を⾏う。
・昇降温は300℃/ｈ程度

また、経験的には昇温時に200℃で1時間程度の処理（乾燥？）を⾏うと寿命
が延びるので、必ず実施すること。



使⽤済み発熱体（20230720撮影）

6F縦型⾼温炉

1Fインストロン⽤⾼温炉
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銀ペースト？部
ここにケーブルを繋ぐ

発熱体ホルダーターミナル
インシュレーション



クリップの外し⽅（20230720撮影）
スプリング
クリップ
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クリップの外し⽅（20230720撮影）

⾚のグリップを握ると、開くタ
イプのジグ（スナップリングプ
ライヤ・強度システムの6F⼯具

⼊れにあります）

スナップリングプライヤ

握ると

開く

スナップリング：ここでは関係ない



クリップの外し⽅・⼊れ⽅（20230720撮影）

スナップリングプライヤをスプリングクリップに差し込んで握り、
広げて外す／差し込む。



発熱体

変圧器

銀ペースト？部
ここにケーブルを繋ぐ

発熱体部の回路構成（概略図）

接続帯



折れた発
熱体

変圧器

銀ペースト？部
ここにケーブルを繋ぐ

発熱体部の回路構成（概略図）

破損した発熱体の同定：できない例

この間の抵抗を測って
も、ゼロにならない

接続帯
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銀ペースト？部
ここにケーブルを繋ぐ

この間の抵抗を計ると、
ゼロになる。

ここの接続
を外してか
ら抵抗値を
計る

発熱体部の回路構成（概略図）

破損した発熱体の同定：できる例

接続帯
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破損した発熱体の同定：できる例
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ここの接続
を外してか
ら抵抗値を
計る



発熱体
(“カンタルスーパー型式2012年06⽉18⽇19時31分28秒”)

縦型⾼温炉

インストロン⽤⾼温炉



縦型⽤発熱体(2023/7/21調査)

6本セット×2
その他新品 1本

Le
発熱部⻑さ

Lu
端部⻑さ

a（幅）

(以下、村岡追記分(2023/07/21))



インストロン⽤発熱体(2023/7/21調査)

新品×5本


